








































































































































行歌として、 「みなさん〳〵、福岡博多 、釣り合ひとれぬが何ぢやいナ。トコトンヤレ〳〵ナ。あれは井ノ口旦那と奥さん。中洲に（泣かずに）仲よく、暮すが不思議ぢや無いかいな。トコトンヤレ〳〵ナア」と、主人公の両親を揶揄し 唄が出てくる。これは「宮
― ―109
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は喜多流十四世宗家・喜多六平太のもとで修行を積み、謡曲教授として活動していた。日記には、小説を執筆する合間も熱心に と鼓の稽古を行う様子が随所に されている。とりわけ、 「楽器といふものゝ音が、どんなに深く人の心を捉へるも であるかといふこを、本当に理解して居られる人は私の言葉を信じて下さる あらう」という述懐で始まる「あやかしの鼓」 その音に不吉な力を宿した鼓をめぐるいわば音の因縁譚であり、能楽の心得を前面に打ち出して挑んだ入魂のデビュー作であった。
その最初期の文学活動が短歌の創作より出発していることも、特


































た作家としての第一作 世に出る以前にも、義弟 下宿を溜まり場とする学生たちに自作を読み聞かせたといい 「夢野久作は『あやかしの鼓』なる一篇の探偵小説と称するものをこの倶楽部に持参し、その晩集つてゐた五六人 悪口連に読んで聞かせた。みんなは始めから 小説の穴を探した」 「ところがそ が『新青年』の弐百円の懸賞に山本禾太郎氏の一篇とと に当選して夢野久作がはじめて世に出た」
（石井舜耳「怪物夢久の解剖」 『ぷろふいる』一九三六・二／三）



















くの人に伝播したことは、 『ドグラ・マグラ』の内容以上に「ブ――――ン」と「チヤカポコ」が知られている例によっても明らかだまた、読みやすく記憶に残りやすいテンポの良い節や大衆的な囃子のリズム 当時よく知られ 俗謡のフレーズやオノ トペなどは、言葉や文の意味を考える以前にまず感覚に訴えかける演出である。人の心をとらえ気分の根底を成すものは、まず第一に音 あ と久作は日記に記したが 音 表現は人々の心に根ざした共通意識ともいえる感性を喚起 、物語へと惹きつける効果をもたら いるといえよう。『ドグラ・マグラ』の「キチガヒ地獄外道祭文」において、正木
― ―114
博士が賑やかな音と囃子で人を集め精神病治療の実情を市井に説いたように、久作が描き出す音の表現は感覚的な共鳴を伴って読者を物語へと誘い 言葉に耳を傾けるきっかけを与える。久作作品の普遍性はそこにあり、音を特徴 する特異な文体と世界観によって、世代や時代、地域や国を越えて伝承し読み継がれる可能性を有しいる。「チヤカポコ」と自ずから一人歩きをして人々の間に流布していくような物語。そうし 拡散性を付与するため、久作は「魂を捕ふる力」を重視する必要があった。作家 志し がら 第一に 音」を意識した所以はおそらくそこにあったのでは いだろうか。註⑴



























































atopeya de un escupitajo. 〟すなわち唾を吐
く音を意味するオノマトペと解説してい
⒀
　「一足お先きに」 （のちに「一足お先に」 『文学時代』一九三一・二‐四）をさす。
⒁
　『ドグラ・マグラ』 （松柏館書店、一九三五・一）をさす。
⒂
　「支那米の袋」 （ 『新青年』一九二九・四）をさす。
― ―115
⒃
　
側近として貴人の
御おはなし
咄（＝御伽）相手を務め、武辺談や政談、寓話や
民話などの咄を通じて政治上の助言を行い、民衆を纏めるにふさわしい人物へと教育する役職。
⒄
　
拙稿「想像のゆりかご
　
夢野久作の童話」 （ 『文藝別冊
　
夢野久作』河
出書房新社、二〇一四・二）参照。
附記
　
本稿における作品の引用は初出に拠る。なお旧字体は新字体に改め、
ルビは適宜省略した。
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